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(gynmasieskolan:以 下 「高校」とす る)あるいは高等養
護学校(gymnasiesarskolan)で 行われる。高校は、卒業後
に大学進学を希望す る生徒 も、就職を希望する生徒も
両方 を受け入れ てお り、現在、義務教育修了者 の約
98%が 直接進学 している。

























会階層や性別 による進路の偏 りがあることが指摘 され
てお り、現在 もなお、プログラム選択に親の学歴や職













アンケー ト調 査とイ ンターネ ット上の学校案内を基に
分析 してい る3。そ こでは、日本では卒業後の進路先が
注 目され ることに比べて、スウェーデンでは教員紹介、
専門教科やカ リキュラム、図書館や保健室 といった在














たって利用 されている高校選択ガイ ドを取 り上げる。
同様のガイ ドブックは複数種類あるが、ここでは、全




身を検討す る。 この検討を通 して、選抜のない学校制





ス ウェーデ ンでは、20世 紀後半の教育改革 によって、
中央集権的に単一型の学校制度が整えられてきた。
1980年 代末か ら規制緩和 と地方分権化がすすみ、1994
年以降、初等 ・中等教育は、全国に290あ る 「コミュ
ーン」 と呼ばれ る地方 自治体の管轄である。
中央政府は、学校教育法や各種学校規則、学校教育
の価値観 と目標 を定める 「教育プラン」によって、公
教育の全体的なシステム と教育の方向性を規定 してい
る。 これ らに沿って各 コミューンが地域の教育目標 と
計画 を定め、教育を提供す る責任を負 う。予算配分や









3教 科で 「合格」を認め られ ることである5。 これを満
た さない生徒については、「個人プログラム」とい う補
償プログラムが用意 される。個人プログラムでは、こ














して提示 され る。生徒は、表1に 掲げた17種 類の全国
共通プログラムか ら1つ のプログラムを選択 し、選択
したプログラムの専門教育を高校で受けるのである。
表1全 国共通プログラム
児童 ・レクリエーション/建 設/電 子工学/
エネルギー/芸 術/輸 送機器/ビ ジネス ・経営/




















公立学校 と同様に、生徒数に応 じてコミューンか らの








コミュー ンを含むス トックホルム レー ンでは、2004年
から全域でイ ンターネ ットによる入学手続 きが開始 さ
れ、2007年 か らは、レーン内にある75校 の高校の入
学業務を一括 して取 り扱 う高校入学セ ンターが設置さ
れている。
入学先の決定は、基礎学校最終学年の後期が始まる
1月 から卒業す る6月 までの半年間をかけて行われる。
レーンによって細かい期 日は異なるが、大まかなプロ





















⑨8月 末 新学期スター ト
ス トック ホル ム2008年 高校 選 択 ガ イ ドProgramguidenp.3、
高校 入 学 セ ン ター ウ ェブペ ー ジ よ り著 者 が 作 成
ここでの大きな特徴は、入学先の決定が、4月 の仮
決定(④)と6月 末の最終決定(⑦)と い う二度設け
られていることである01～2月 の第一回 目の希望調査














づいて 「優」「良」「可」の3段 階でつけられる。ス ト
ックホルムでは、その生徒がとった成績の中から最 も

















生活へのオ リエンテーシ ョン、 さらには企業における
キャリアアップをも含みこむ活動で、社会的に広く認
知されている。










ローとワッツの理論を下敷きに した 「4ス テ ップモデ
ル」が広 く理論的基盤 とされている11。それ は、第1
に生徒が自分のことをよく知 り(自 己認識)、 第2に 社
会の状況と選択肢のことをよく知 り(機 会認識)、 第3
に、以上の2つ を統合 して決断を下 し(意 思決定)、第













た してきたのが高校選択ガイ ドブ ックである。進学者
と就職者を両方対象 とす る高校が全国に設置 された
1971年 以来、中央当局である学校監督庁(現 在の学校
庁)が 高校選択 のためのガイ ドブックを発行 していた。
このガイ ドブ ックには、全国版、地域版、生徒用ワー
クブ ックの3分 冊があ り、全国版は高校システムの全
体像を示 し、地域版は具体的な選択肢が記されていた。
そ して ワークブ ックを用いて、社会の動向や学習 した
内容を振 り返 る契機 が与えられていた。




最近では、インターネ ッ トによる情報提供が拡大 し
てお り、中央当局である学校庁 も、独 自に進路ガイダ




3.進 路選択 ガイ ド
(1)概 要
本章では、高校選択のガイダンスにおいて生徒に渡
されるガイ ドブックを具体的に検討す る。 とりあげる
のは、全国の基礎学校7～9年 生向けに、民間企業の労
働市場情報株式会社(InformationArbetsmarknadAB)が
発行 している舳MηD∫ 粥伍 アである。このガイ ドブ
ソクは、毎年21万 部発行 されてお り、ス ウェーデン全
国の90%の 基礎学校 と96%の 高校でとりあげられてい
る14。
一冊のガイ ドブ ックの中に、全国共通の部分 と、全
国を21に 分けた地域 ごとに異なる部分 とが含まれて
いる。














高校卒業後の進路へのつなが りを意識 しなが ら提示 さ
れていることである。1)進 路選択の際のア ドバイスか
ら始まり、2)高 校で学ぶ専門分野の紹介に続いて、3)















に際 してのア ドバイス部分を中心に、ガイ ドブ ックの




失業率は下がってお り、2007年 は45%を 下回る。
2007～09年 、以下のような産業分野で教育を受けた






・ 医療 ・教育分野:公 立大学内の職業
〈全国/一 地域で、人材不足の職業〉
建設業/車 整備士/建 築士/保 育士/医 者/
看護士/就 学前教育教師/高 校教師・職業教師 等
〈全国/一 部地域で、余剰労働力のある職業〉































続 く2)起 業に関する項目では、社会に多く在る 「企
業」に目を向けさせている。
現在、スウェーデンには数十万を越える企業があ






























続いて、この ような社会の一員 として生徒 自身が将来
職業に就 くことを具体的にイメージさせる項 目が並ぶ。
3)PRAO(PraktiskArbetslivsorientering:現 実の職業










バイ トをしたら、自分 のお金を使 うことができる。
高校を卒業 した ら両親は君の面倒を見る義務は
ない。君が仕事を得て、それでも親 と住んでいた ら、
家賃を払 うのがフェアーだ。 これ にっいて詳 しく
は、次のホームページをみてみよう。
www.konsumentverkei.se





























































以上のよ うな社会認識を生徒の現在の姿 と結び付 ける
のが、7)興 味 ・関心テス トと、8)職 業に関するワー
・38一
クである。















事があるで しょう?配 達人以外の例 をあげま し
ょう。
・公営薬局は全国に約900店 舗あ り、薬剤師やア ド





















〉 キャ リアア ップへの道
〉 その職業の将来性
以上のよ うに、自分の関心や住んでいる地域 と関連












社会に存在す る多様 な分野の全体像 を把握す る～助 と
なっていた。そ してこれ らの専門分野の選択に関して
は、生徒に広 く情報 を与 えた上で、できるだけ生徒の









域の高校 に行 くため、高校選択ガイ ドには必ず地域版
が必要になる。 しか し、検討 したガイ ドブ ックでは、
ワークとして地域に応 じた問題 を作 る等、地域社会の













に対 して どのような形で参加 してゆくか、そ こでどの
よ うに生活 してゆくかを生徒に考えさせ ることが重視
されている。高校選択は、 目指す職業を決定 してそこ
一39・















りを拡大 しているとい う指摘がある16。成績 による選
抜が、どのように生徒の選択を左右 しているのだろ う






滝 充 「ス ウ ェ ー デ ン に お け る選 抜 ・配 分 過 程 高 校
進 学 に は た す 基 礎 学 校 の 機 能 一.一.」『比 較 教 育 学 研 究
第20号 』1994年 、pp.165-178。 滝 充 「ス ウェ ー デ ン に
お け る選 抜 ・配 分機 能(そ の2)大 学 進 学 を 中 心 に









4移 民 の 子 弟 に 対 して は、 「第 二 外 国 語 と し て の ス ウ
ェ ー デ ン語 」 と い う教 科 が 代 用 され る 。
5Skollag(1985:llOO)第5章5節
。 基 礎 学 校 で は 、 第8学
年 と 第9学 年 で 、各教 科 に 対 して 、全 国 共 通 の 評 価 規 準
に 基 づ い て 「優 」 「良 」 「可 」の3段 階 で 成 績 が つ け ら れ
る 。 「可 」の 基 準 に 満 た な い 場 合 、成 績 は っ け ら れ な い 。
こ こ で 言 う 「合 格 」 は 、 こ の3段 階 い ず れ か の 成 績 を 受





.4%の 生 徒 が 居 住 し て い る コ ミ ュ ー ン の 外 に あ
る 高 校 に 通 っ て い る(Skolverket,2006,p.153.)。
8高 校 進 学 ウ ェ ブ サ イ ト:ス ト ッ ク ホ ル ム レー ン




















nfr)rmat onArbetsmarknadABウェ ブ サ イ ト よ り
http://www.framtidsvalet.se/index.php/media/pop_up/movi
es_on_other_sites/omossO7[2008-02-20確認 】
15http://www
.framtidsvalet.se/index.php/content/download
/5526/87444/file/sodermanland.pdf【2008-04-12確認]
16CeciliaBodstrom
,Segregationenokayig}mmasiet,
DagensNyheter,2002/05/28.
・40一
